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はじめに
この小論は，共同研究のテーマ『ゲーテと同時代人』から時期をSturm
undDrang期に限定し，この文学運動に参加したひとりのGenieを対
象にして，両者の関係の様相を纒めたものであることを先ず記しておきた
い．
さて, "G6tzvonBerlichingen"(1773)と"DieLeidendesjungen
Werthers@$(1774)によって既に詩人としての地歩を固め，さらに活発な
文芸活動を継続していたJoh.W.Goethe(28.8.1749-22.3.1832)は，予
てその知遇を受けていたザクセン・ヴァイマル公CarlAugustの要請に
応えて， 1775年10月フランクフルトを去ってヴァイマルに移り，以後宮廷
の実務に携わる傍ら文学活動を展開し続け， 82年余に及ぶ生涯を終えるま
で，数々の傑作を残し， とくにFr.Schiller(1759-1805)との一致協力
から古典主義文学を確立するなど， ドイツ文学史上最も実り豊かな詩人と
して不滅の存在となる． これに対して同じくフランクフルトに生を享け，
ゲーテとは2歳半年少のFr.M.Klinger(17.2.1752-9.3.1831)も，ゲ
ーテを中核とする時代の新しい文学運動に身を投じ劇作に熱中したあと，
安定した地位を求めて1780年9月ドイツを去ってロシアに移り，先ず軍人
としての職に就き，以後大公Paul付の連絡将校，ついで1785年以降ペテ
ルスブルクの軍人学校の校長， さらに1802年から約15年間ドルパトの大学
の主管を委任されるなど，後半はとくにロシアの宮廷の信任に恵まれて高
位を保ち， 79歳の生涯をドルパトで閉じるまでの長いロシア生活に於て
,,leiblichinRu81and,geistiginDeutschland<:'の気概を保ち続け，晩
年に至るまでやはり盛んな文筆活動を続けたのであった．
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青年期ゲーテの同時代人の中から本論でクリンガーを採ったのは，生地
を共にし， まさに同時代を生き，その長い人生の経路に於ても上記のよう
な外見上の類似性が認められるなどは籾措き，何よりも先ずあの1770年代
半ばの文学史に明確な事蹟を遣したSturmundDrangの文学運動の出
発に際して，一方はその才能豊かな先導者として，他方はその熱心な共鳴
者のひとりとして， この両者は極めて密接な関係にあったからである．当
時フランクフルトに在住したゲーテを中心に展開されたこの文芸運動の期
間を1772年秋から75年までと解しているが，この時期二人の個人的関係も
また後述するように緊密なものがあり， さらにこの偉大な先輩が同郷の後
輩に及ぼした文芸上の影響も，あの運動の他のどの盟友に於てよりも大で
あったことは，例えばクリンガーの第一作"Otto"(1774)が，この運動
の開始を告げるゲーテの騎士劇,,G6tzvonBerlichingen"(1773)に倣
ったものであること，ひとつを挙げても明らかであろう．
SturmundDrang運動
ゲーテとクリンガーの関係を述べる場合，必然的にその背景となる
SturmundDrangの文学運動にも触れておかなければならない．このド
イツ特有の文学現象に関しては，たとえそれが短期間のものであったにせ
よ，特異でまた急進的な運動であったが故に，前世紀後半の文学史家から
現代の研究者に至るまで，それぞれの時代の傾向にも影響されて，様々な
立場や視点から多くの究明がなされているが， この多様な相互関連がもた
らす複雑な様相を示す現象に関しての解明には未だ多くの問題が残されて
いるかに見え，研究者にとってなお魅力的な領域のひとつと言えよう．運
動全般に関しての文学史的事実を挙げることは最小限に留めるが，本論に
必要なこの運動の概要と，そこに存在する様々な事実のいくつかは，以下
の記述のためにやはり採り上げておかなければならない．
先ず， この文学運動の発端は1770年10月のシュトラースブルクでのゲー
テとJ.G.Herder(1744-1803)との運遁であり，ゲーテはヘルダーに触発
されてHomerJPShakespeare,またHamann,さらに広く民衆文学にも
着目し，その所産としてのゲーテの詩質の変容がこの新しい運動の萠芽と
なる．そして在来の図式的見解のひとつをここに付加すれば， この運動は
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啓蒙主義への対立として国民的自覚とドイツ精神いわゆるTeutschheit
の宣揚に努め， ドイツ最初の国民的文学運動として，時代の同世代人の共
感と支持を集める， と言うのであるが，翌71年夏にはゲーテに共鳴したJ・
MR.Lenz(1751-1792)が参加し，さらにこの頃H.L.Wagner(1747-
1779）が同調し，ついでゲーテのフランクフルト帰郷後のこの年の終り，
ゲーテを識ったJ.H.Merck(1741-1791)が協力者となり，またMaler
Mtiller(1749-1825)も，加えてチューリヒ在住のJ.K・Lavater(1741-
1801)も国外からの支援者となる．
ところで，運動が次第に勢いを増し， クリンガーが参加した1772年の秋2
をさきに記したようにSturmundDrang運動の開始の時期と理解して
いるが， この時点ではゲーテ， レンツ，ヴァーグナー， クリンガーの平均
年齢は23歳にも満たず，まさに青春の客気に溢れた若者の集団であった．
この集団の存在に最初に気付いたのはChr.M.Wieland(1733-1813)で
あるとされ，彼はこれを,,Hamann-Sekte<(と呼称して単なる個人的集団
として軽視した3． さらに運動の担い手達が以上のように年少であったの
で，時代の一部の勢力，例えば啓蒙主義にこだわる形式主義偏重の側から
も， また当時の通俗文学の作家達からも， この運動を若者による愚かな過
誤，あるいは伝統に対する反抗に基づく狭義の非合理主義， さらには時代
精神の一時的な突飛な現象， または精神的な混乱の産物などと，集団の本
質に対する根本的な誤解や，作品の外形に対する反感に根ざす偏見など，
厳しく執鋤な批判があったことも事実である．
しかし， これら様々な非難に対抗するまでもなく，彼等Sturmund
Drang運動に参加した青年達には既に自らのものとして共有していた精
神的な基盤があった．即ち時代のひとつの観念とも言えるあのGenieの
思想である． この，ヘルダーからゲーテ， さらにSturmundDrang全
体に拡がったGenieの規定はヘルダーの著述,,VomErkennenund
Empfinden,denzweiHauptkraftenderMenschlichenSeele"(1775)4
に見出されるが，要するに個々の社会的条件の中で個々の人間が実現し得
る総体性，あるいはこの総体性をひとつのユートピアとして実現し得る存
在，それがGenieであり，斯様なGenieとしての存在,換言すれば独自の
創造性を可能にする天賦の才を備えた存在，それを彼等は自らに規定し，
’
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自覚していたのであった． さらに彼等はいずれも社会の中間階級即ち市民
層の出身であり，市民のエリートとしての自負もこれに加えて， 自らに許
された芸術の分野での活躍と成果とを自らの果すべき社会的役割と理解し
ていたのであった．斯様な意識と自覚の共有から出発して，運動の担い手
達も個々の特性は保持しながらも，集団の一員としての共通の認識，共通
の精神を備えて連帯の意識も強く， また多くの事実が示しているように，
彼等相互の個人的関係も極めて密接なものがあったことから， これが史上
稀にみる強固な団結性をもった文学集団であったこともその特性として注
目に値するところである．
フランクフルトの文芸集団
初期の最も実り豊かな経験をあつめた1年4カ月のシュトラースブルク
滞在を終えてフランクフルトに戻ったゲーテは， 1772年5月から9月の短
期間のヴェッツラーでの生活を除いて，はじめに記した75年10月のヴァイ
マル移住までの4年間を故郷の地に過ごすことになるが，ゲーテは此所に
於て彼の地で培った素養を次第に充実させ， 自らの文学的資質の変容を着
実に進展させてゆく．そしてまた， レンツやヴァーグナーなどシュトラー
スブルクとの連携は勿論密接に保ちながら， この故郷の地ではゲーテを囲
む文芸愛好の， または文芸志向の青年達による新しい集団が誕生する．即
ちゲーテが,,AusmeinemLeben.DichtungundWahrheit!@の中でそれ
に触れる場合geselligerKreis,kleineGesellschaftあるいはSocietat
などと表現しているものがそれであるが，因みにここで,,Dichtungund
Wahrheit:@の記述に拠ってこの新しい集団に参加した青年達の名を挙げ
ると,Joh.A.Horn(1749-1806),Joh.J.Riese(1746-1827),Hieronymus
P.(1735-1797)とJoh.G・(1739-1799)のSchlosser兄弟，それに本誌
第32号の『Fr.M.クリンガーの一書簡』で紹介したP.Chr.Kayser
(1755-1823）もその後の長いゲーテとの交流を考えれば，この時期この集
団の会合に出席していたであろうと推測される．以上は勿論すべてフラン
クフルト人である． またゲーテが71年末シュロッサーに紹介されて以後，
FrankfurterGelehrteAnzeigenの主幹として協力者となるダルムシュ
タットのメルクも上記ホルンやリーゼの後に続いて回想されているが， こ
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の箇所ではクリンガーに関する記述はまだ見当らない．以下の本論ではゲ
ーテのこの｢作品｣から必要な箇所を引用するので，これに就てもひと言触
れておきたい．4部20巻に及ぶこの,,DichtungundWahrheit4@の内容は
豊かで多様なゲーテの経験の集録であるが， この72年から73年当時の集団
の活動の様相に関しても，またそこで活躍した個々のGenieの実態に就て
も,およそこれが40年後になされた記録であるとはいえ,同時代人による証
言として貴重であるのみならず，ゲーテ一流の対象の正確な把握と的確な
分析とによって，時代とそこに生きた群像を鮮やかに描き出しており， 『ゲ
ーテと同時代人』なるテーマにとっても,最もそれに即した最良のドクメン
トとしてこれに勝る記録は他には存在しないであろう．それではゲーテを
中心とするフランクフルトの青年集団の活気に満ちた様相をその12巻の一
部に窺ってみよう． ,,MeineLustamHervorbringenwargrenzenlos;
gegenmeinHervorgebrachtesverhieltichmichgleichgiiltig;nur
wennichesmirundanderningeselligemKreisefrohwieder
vergegenwartigte,erneutesichdieNeigungdaran.Auchnahmen
vielegernanmeinengr66ernundkleinernArbeitenteil,weil
icheinenjeden,d rsichnureinigermaBenzumHervorbringen
geneigtundgeschicktfiihlte,etwasinseinereignenArtun-
abhangigzuleisten,dr ng dn6tigte,undvonallengleichfalls
wiederzuneuemDichtenundSchreibenaufgefordertwurde.
Dieseswechselseitige,biszurAusschweifunggehendeHetzenund
TreibengabjedemnachseinerArteinenfr6hlichenEinfiuB,
undausdiesemQuirlenundSchaffen,ausdiesemLebenund
Lebenlassen,ausdiesemNehmenundGeben(...],vonsoviel
Jiinglingen,acheinesjedenangebornemCharakter,ohneRiick-
sichtengetriebenwurde,ntsprangjeneberiihmte,berufene
undverrufeneLiterarepoche,inwelcher ineMassejungerge-
nialerManner,mitallerMutigkeitundallerAnmaBung,wiesie
nureinersolchenJahreszeiteigenseinmag,hervorbrachen….GG5g
由奔放の激論の情景が，文芸の世界に才能ある青年達の互いに切瑳琢磨し
ての奮闘が一読して眼前に浮かぶ想いがする．当時のドイツ各地にこれに
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類似した集団が存在したであろうが， フランクフルトのこれはゲーテも述
べているように，文学史に一時期を画した運動の発祥としての重要性に於
て他とは比較にならぬものがあった．
次に，斯様な集団は文芸の世界における伝統的保守的な思潮に対し， ま
た見解を異にする作家や作品に対しては鋭い批判を加え，時には戦闘的な
姿勢を示すことがある． これは， さきに挙げた外部からの様々な非難に対
抗するSturmundDrang運動全体に通じる傾向であるが，その好例が
73年9月の終りか10月の初め，この集団の定期的な会合の席でゲーテが一
気に書き上げたという即興的なFarce,,G6tter,HeldenundWieland(@
である． これは当時まだ名声の頂点にあったヴィーラントが主宰する
,,DerDeutscheMerkur"の新年号(1773)に発表した,,Alceste.Ein
SingspielinftinfAufztigen$!にみられるEuripidesの歪曲化を非難す
るゲーテがヴィーラントに放った一矢であった． この調刺的なファルスの
成立に就ても,,DichtungundWahrheit:#の15巻に記録が残されている．
そこでは彼等が劇作の師範としたシェークスピアと，彼等が崇拝する古代
ギリシアの偉大な詩人に関する痛烈なヴィーラント批判が展開され，その
反ヴィーラント的心情にさきの,,Alcestel@が火に油を注ぐ形でゲーテのフ
ァルスの成立の契機となったこと， さらにこのフランクフルトの，ゲーテ
の言うSozietatのMitgenosse達の熱狂的な反応やレンツの協力ぶりも
記されているので， やはりここに紹介しておくべきであろう.,,DieVer-
ehrungShakespearesgingbeiunsbiszurAnbetung.Wieland
hattehingegen,beiderentschiedenenEigenheit,sichundseinen
LeserndaslnteressezuverderbenunddenEnthusiasmuszu
verkiimmern,indenNotenzuseinerUbersetzung6garmanches
andemgroBenAutorgetadelt,undzwaraufeineWeise,dieuns
auBerstverdroBundinunsernAugendasVerdienstdieserArbeit
schmalerte.WirsahenWielanden(…)nunm hralsKritiker
launisch,einseitigundungerecht.Hiez kamnoch,daBersich
auchgegenunsereAbg6tter,dieGriechen,erklart unddadurch
unsernb6senWillengegenihnnochscharfte.[…]Nu hatte
Wielandinder"Alceste(<HeldenundHalbg6tternachmoderner
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Artgebildet; (…]Al1einindenBriefen, dieeriibergedachte
Oper inden ,,Merkur@: einriickte, schienerunsdieseBehand-
lungsartallzuparteiischhervorzuhebenundsichandentreff-
lichenAltenundihremh6hernStilunverantwortlichzuverstin-
digen, indemerdiederbegesundeNatur,diejenenProduktionen
zumGrundeliegt,keineswegesanerkennenwollte・DieseBeschwer-
denhattenwirkauminunsererkleinenSozietatleidenschaft-
lichdurchgesprochen,alsdiegew6hnlicheWut,a leszudra-
matisieren,micheinesSonntagsnachmittagsanwandelte,und
ich,beieinerFlaschegutenBurgunders,dasganzeStiick[…〕
ineinerSitzungniederschrieb.Eswarnichtsobaldmeinen
gegenwartigenMitgenossenvorgelesenundvonihnenmitgroBem
Jubelaufgenommenworden,alsichdieHandschriftanLenznach
StraBburgschickte,welchergleichfallsdavonentziicktschienund
behauptete,esmiisseaufderStellegedrucktwerden.Nacheini-
gemHin-undWiderschreibengestandicheszu,undergabesin
StraBburgeiligunterdiePresse.@$7この15巻の執筆完了が1813年7月
という時期を考慮に入れる必要もあろうが，いずれにしても以上の記述に
明らかな，反対者に対する厳しい批判性や攻撃性は1773年当時の指導者ゲ
ーテを始めとするこの文芸集団全体の性質であったことは勿論である．
MaxRiegerの伝えるところでは，このファルスが書き上げられたのは定
期的に会合が開かれていたRittergasseのクリンガーの住まいの一室であ
ったことになる8．
ついでまた，その場の青年達を喜ばせたのであろうこの作品のもつ鋭
い調刺性も指摘しておかなければならない． この所産からも窺われるよ
うに，調刺がフランクフルトのゲーテの集団， さらに広くSturmund
DrangのGenie達の文芸批判の手段として用いられていたことは明ら
かである.W.RieckなどはSturmundDrang運動初期の調刺的な傾
向に着目して，彼等Genie達が時代の文芸世界と対決して展開した活動の
様相を, ,,DichtungundWahrheit"18巻のゲーテの表現を借りて，「前
哨戦」としてこの集団の活動の性格を把えている9． この言葉の意味する
！
’
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ところを知るために，その一節を引用しよう．ゲーテはここでは，またあら
ためて70年代半ばのGenie達の奮闘を回顧しているかにみえる.,,Tiefer
Eindringende[…)werdendochgeneigtbemerken,daBallensolchen
ExzentrizitateneinredlichesBestrebenzuGrundelag.Aufrichtiges
WollenstreitetmitAnmaBung,NaturgegenHerk6mmlichkeiten,
TalentgegenFormen,Geniemitsichselbst,KraftgegenWeich-
lichkeit,unentwickeltesTtichtigesgegenentfalteteMittelmaBig-
keit,soda8manjenesganzeBetragenalseinVorpostengefecht
ansehenkann,d saufeineKriegserklarungfolgtundeine
gewaltsameFehdeverktindigt."'0それでは，この前哨戦に於て陣頭指
揮をとったのは勿論ゲーテであり，その下にあって上記の引用の表現通り
様々な形での戦いがGenieの戦士達によって戦われたのであったが，さ
てその戦場の舞台となったのは何処かと言えば，それは先ず演劇の世界で
あったと言うことになろう． さきに，ヘルダーに触発されたゲーテの詩質
の変容がSturmundDrang運動の萠芽であると述べたが，ヘルダーが
果した役割は実に重要なものであった．繰り返すならば， ひとつはゲー
テに偉大なイギリスの劇作家への道を示したこと，いまひとつは中世ドイ
ツへの， 具体的に言えばFaustfJG6tz,HansSachsf'Lutherなど
16世紀ドイツ固有の精神文化への道を示したことであった．これによって
ゲーテに新しい沃野が開け，その彼方の一点でこの二本の道が交わった所
に培われた作物があの ,,GeschichteGottfriedensvonBerlichingen
mitdereisernenHand.dramatisiert"(1771)であり，さらにこれが
1773年初頭からの"G6tzvonBerlichingenmitdereisernenHand.
EinSchauspiel(#への改作へと進展したのであった．既述のように1772年
秋をSturmundDrang運動の開始の時期とすれば,73年6月のこの
,,G6tz@<の誕生を以て演劇史におけるこの運動の発足と言うことになる．
最後に， フランクフルトのクリンガーとゲーテとの関わりを述べる前
に，いまひとつ重要な事柄に就て記しておかなければならない．それは，
彼等Genie達が何故ひたすら劇作に集中したかという彼等の資質の根本
にも触れる問題である．その理由は，彼等の指導者とするゲーテの,,G6tz@@
を以て作品史上この運動の開始とする外面的結果的な事実に見出されるも
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のではなくて，彼等市民階級のエリート達の意識の中に本来の根拠を求め
なければならないのである．彼等が文学活動の最良の方法として演劇を選
んだ動機を要約すれば，先ずそれが自らの生活感情を表出し， 自らの生に
関わる問題を提起するための最適の手段であったことである．彼等は劇作
という行動の中で自己の内面を吐露し，それによって自己の存在の言わば
確認を求めようとした．換言すれば，劇作は彼等にとっては唯一その中に
自己を投影することのできる最も望ましい生そのものであったのである．
ケーテの,,OwennichietztnichtDramasschreibeichgingzu
Grund.$@''は彼にとって劇作即ち生であったことを示す心情の実に端的な
告白であった．従ってSturmundDrangの演劇は，例えば観客に与え
る精神的浄化などを目標のひとつとする啓蒙主義者のそれとは全く異質
の，作家の全く個人的な欲求や個人的衝動の所産であったのであり，史上
それ以前には見られない新しい傾向であった．
だが同じく劇作の中に自己を投影させようとしたGenie達の中で，ク
リンガーの場合は如何であったろうか．ゲーテにとっての劇作は恵まれた
豊かな環境の中で修得した世界体験に基づく自己の再表現であったとすれ
ば，生い立ちからして与えられた現実が厳しく， また1772年9月に漸くギ
ムナジウムを修了したばかりのクリンガーにとってのそれとは相違すると
ころ多大なものがあったのは当然である．即ち世界体験に極めて乏しい，
K.Mayの言葉で言えばWeltfernel2,世間知らずのクリンガーにとっ
ての劇作活動とは， 自らのファンタジーが作り出す世界の中での， その度
毎の新しい自己構築の作業であったと言うことになるであろうか．
クリンガーとゲーテ
クリンガーに関してはMaximilianRieger(1828-1909)による,,Klinger
inderSturm-undDrangperiode"(1880)と,,Fr.M・Klinger.Sein
LebenundWerke.IIG@(1896)の二巻の労作が遣されている．このリ
ーガーはクリンガーが愛した妹Agnes(1757-1815)の次女Johanna
Charlotteを母とし，自身11篇の作品をもつ著作家でもあるが，敬愛する
大伯父に関して祖母から母へ，母から自身へと語り継がれた大切な,,Fa-
milieniiberlieferung($に基づいてクリンガーの生涯の実録をまとめ，そ
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れに各作品への自らの解釈をを加えて刊行したのがこの二巻のクリンガー
評伝である． ドイツ時代のクリンガーと作品を語る前記の上巻には， 1774
年夏と推定されるクリンガーのギーセンからの， フランクフルトの親友カ
イザー宛のものを始めとして， 57通の書簡が,,BriefeKlinger3として
副えられている．因みに本誌第32号に,23.Aug.1773.と日付のあるカイ
ザー宛の書簡を始めて活字にして公表したが， これはリーガーの目に触れ
なかった，おそらく現存するクリンガーの書簡の中では最古のものであろ
う．またロシア時代のクリンガーと作品を詳述する下巻には ,,Briefbuch
zuFr.MKlinger.@!として291通の書簡が収録されて添えられており，
血縁者が語るBiographieとして，さらに貴重な書簡集の集録として，
この両巻の存在は今日なおクリンガー研究者にとっての基本の書として貢
献するところ多大なものがあると言うべきである．
さて， 1773年当時のあの文芸集団の中では既述のように社会的経験その
ものもいまだ乏しく， しかし却ってそのために集団の中では最も積極的な
参加者のひとりがクリンガーであったと言えよう．前述のように前年の秋
にギムナジウムを終えたばかりの，未だ全く萠芽の，あるいは全く未開の
状態ではあったが， しかし天賦の才に恵まれたクリンガーは自らの資質に
合致するものをこの集団の活動の中に始めて見出したのであった．その故
に文芸への激しい意欲と情熱が彼の内部に於て急速にその度合を高めてい
ったことであろう．その限りではクリンガーは集団の中の他のどの当地出
身の青年にも劣るものではなかった筈である．ギムナジウム卒業までの限
られた交友関係もこの文芸集団への参加によって拡大され， さらに同時に
クリンガーの世界はこの時期から質的にも大きく変貌することになる．そ
れは言うまでもなく，ゲーテ，そして時代の文芸の世界に活躍しようとす
るレンツなどSturmundDrangの運動家達との接触と啓発による詩人
クリンガーが誕生する母胎の形成につながっていく． またクリンガーが集
団の中で如何に積極的なMitgenosseであったかを語る事実として，さ
きのゲーテのファルス"G6tter,HeldenundWieland"が書き上げられ
たのは毎土曜に会合が開かれていたクリンガー宅であったことはさきに記
したが， クリンガーが翌74年4月大学入学のためギーセンに移るまでの1
年6カ月に獲得したもののひとつが，言うまでもなくこのゲーテとの交友
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関係であり，二人の個人的関係は親密の度合を時と共に深めていったので
あった．
クリンガーにとってギムナジウム卒業からのこの18カ月は，一面また
大学入学のための学資を蓄積するための期間ででもあったのだが， ゲー
テはクリンガーの入学に際しても， 自身と同じくメルクのFrankfurter
GelehrteAnzeigenの寄稿者であり,かねてから面識のギーセンの法学教
授L.J.F.H6pfner(1742-1797)に宛てて指導を依頼する書状を送ったり
などしたが， さらにゲーテはクリンガーに対して経済的な援助まで行って
いたのであった．のち，ゲーテを頼ってひと足早くヴァイマルに移ったレ
ンツに宛てたクリンガーの,,HierhabenSiemeineGeschichte.4:に始ま
る自己紹介的な書簡の一部にこの間の事情が語られている．先ず8歳で父
の急死， クリンガーと姉のAnna,妹のAgnesの三人の幼い子供を養う母
の苦闘， さらに学業の継続も困難な生活の窮乏に立ち向かった自身を淡々
と語り，ついで,,NunwollteichaufAkademieengehn,hattekeine
100H.IchwardmitGoethebekannt.Daswardieerstefrohe
StundemeinerJugend.ErbotmirseineHiilfean.Ichsagt
nichtallesundgiengso,weilichliebersterbenwolltealsun-
verdientwasannehmen.DielOOH.warenbaldall・Dergrosse
Goethedranginmich,machtemirVorwtirfeundnunlebich
sChoneinganzesJahrvonseinerGtite-oLenz,bin chlhnen
nichtver嵐Chtlich？Ichw白retausendmalliebergestorben,kannich
Ihnensagenwasmichskostete.AberG e he,ohwennichseiner
werthwtirde,wennichsihmerstattenk6nnte,umfrohzusterben.
…"'3これはレンツがFrauvonSteinに，ゲーテには内密にと断って送
ったクリンガーの書簡の写しの一部であり, (Weymar,Mittel776)と
日付も明らかではないが，文面からは敬愛する偉大な同郷の先輩の友情に
は衷心から感謝しながらも，金銭的な援助を受けざるを得なかった自身に
対するクリンガーの複雑な屈折した心情が窺われる．一方，一年有余の密
接な同志的な文芸集団の活動の中でクリンガーのすぐれた資質と才能を識
ったゲーテにとっては，斯様な支援は彼のおかれた情況に於ての彼に対す
る励ましのしるしであり， また他の誰にも示したことのないゲーテの深い
1
’
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友愛の表現であったのである．
さて,,DichtungundWahrheit(@の14巻では往年の文芸上の盟友の回
想が語られているが，先ずレンツ，次いでヴァーグナー，そしてクリンガ
ー， さらにラーヴアーター， メルク等々と続き，そこではそれぞれ対象に
即して異った語り口で人物像が浮彫にされている．以上のような親密な関
係にあったクリンガーの場合は如何であろうか．よく引用される箇所であ
るが， ここでもやはり本論の趣旨に副って，ゲーテのクリンガー把握の形
●●
相を眺めて見よう.,,KlingersAuBeres…warsehrvorteilhaft.Di
NaturhatteihrneinegroBe,schlanke,wohlgebauteGestaltund
eineregelmaBigeGesichtsbildunggegeben;erhie taufsei e
Person,trugsichnett,undmankonnteihnfiirdashiibscheste
MitgliedderganzenkleinenGesellschaftanspreChen.{@と容姿を誉め，
続けて,,SeinBetragenwarwederzuvorkommendnochabstoBend,
und,wennesnichtinnerlichstiirmte,gemaBigt.<@と態度物腰を要
約し， さらに,,ManliebtandemMadchenwasesist,undandem
Jiinglingwaserankiindigt,undsowarichKlingersFreund,
sobaldichihnkennenlernte.Erempfahlsichdurcheinereine
Gemiitlichkeit,undeinunverkennbarentSchiedenerCharakter
erwarbihmZutrauen.O<と人柄の美質を指摘し，さらに彼の家庭の事
情にも触れたあと ,,Alles,wasanihmwar,hatteersichselbst
verschafftundgeschaffen,sodaBmanihmeinenZugvonstolzer
Unabhangigkeit,derdurchseinBetragendurchging,niChtver-
argte."と貧しい境遇に負けぬ独立不羅の態度に好感を示し，次いでク
リンガーの資質の根幹に及んで, ,,EntschiedenenatiirlicheAnlagen,
welcheallenwohlbegabtenMenschengemeinsind,1eichteFas-
sungskraft,vortrefflichesGedachtnis,Sprach ngabebesaBeri
hOhemGrade;aberallesschienerwenigerzuachtenalsdie
FestigkeitundBeharrliChkeit,diesichihm,gleichfallsangeboren,
durchUmstandev611igbestatigthatten.“と彼に天成の,また環境から
獲得した美点を的確に把えている．次いで青年クリンガーにとって,,Emil<@
がHaupt-undGrundbuchであった程J.-J.Rousseau(1712-1778)
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の思想に共鳴していたことを伝え， その理由を, ,,Dennaucherwar
einKindderNatur,aucherhattevonuntenaufangefangen;das,
wasanderewegwerfensollten,hatteerniebesessen,Verhaltnisse,
auswelchensiesichrettensollten,hattenihnniebeengt;undso
konnteerfiireinenderreinstenJiingerjenesNaturevangeliums
angesehenwerden…“と説明している．後年のクリンガーは著作
,,BetrachtungenundGedankentiberverschiedeneGegenstandeder
WeltundderLiteratur@@(1803-05)に於て，大革命に思想的な培養剤の
役割を果した百科全書派，とくにD.Diderot(1713-1784)の業績を高く評
価しているが,既にこの時期,ルソーに私淑するなどは,青年クリンガーも
まさに｢時代の子｣であったことになる．ゲーテはこのあとさらにこの時代
の子の内面に触れて,,Erhattenichtmitsichselbst,aberauBersich
mitderWeltdesHerkommenszukampfen,vonderenFesseln
derBtirgervonGenfunszuerl6sengedachte・Weilnun,ind s
JiinglingsLage,dieserKampfoftschwerundsauerward,sofUhlte
ersichgewaltsamerinsichzuriickgetrieben,alsdaBerdurchaus
zueinerfrohenundfreudigenAusbildUnghattegelangenk6nnen:
vielmehrmuBteersichdurchstiirmen,durchdrangen;dahersich
einbittererZuginseinWesenschlich,denerinderFolgezum
Teilgehegtundgenahrt,mehraberbekampftundbesiegthat."'4
と把握している．
以上のゲーテのクリンガーの内面解釈を踏まえて言えば，先ずクリンガ
ーのルソーへの傾倒， これはごく自然に理解される． 自らが始めにおかれ
た狭陰な環境の中で，即ち旧来の慣習が支配する従属社会の中で，ルソー
はそれからの本然的な自然への個の解放を標傍したのであったが，それと
自我との困難な戦いを強いられたクリンガーは，それだけにより強く先ず
自己の内部に沈潜し，そこでの蓄積を基盤にして外部に向かって突進し自
己を押し貫こうとした．抽象的な表現ではあるが， これが青年クリンガー
の初期の衝動の根元的な様相である． これはまた，拡大すればそのまま
SturmUndDrangの青年達とその文学運動に一貫する基本的な傾向に合
致する．即ち彼等市民階層出身の若者達の革新的な運動は，既存の保守的
’
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な秩序社会の制約に対する文筆の世界での批判と反撃であった， と言う通
念的な表現をここでも繰り返さなければならない.また付加して言えば,ケ
ーテの前文にみられる二つの動詞,,sichdurchsttirmen,durchdrangen!c
は遡ること40年，あのSturmundDrangの躍動の時期を回想してのお
そらくゲーテの意識的な使用であろう．そうだとすれば， クリンガーはこ
こに示された自らのもつ本質的な傾向からして， さらにまた自らの作品名
が文学史のこの一時期に冠せられたことも併せて，あの運動で活躍した代
表者であったと付会することも可能であろう． その詩才に於て他の盟友
達例えばレンツを挙げれば，彼の詩想豊かな才能と現実社会の体験に富
んだ高度の自然性や巧みな写実性を具現する芸術に比べて， クリンガーの
初期作品は及ばざること数歩と言わなければならないが， しかし， ひた
すら忠実に懸命に， また確固たる態度を堅持して劇作に熱中したクリンガ
ーを,SturmundDrang精神の最も純粋な具現者として貴重な存在と言
3HBerendtの評価'5は以上のことから当然肯定すべきであろう．それ
では斯様なクリンガーの劇作品は如何様のものであったのか.Sturmund
Drang初期の様態に就て種々述べてきた本論では，この運動の最初の所
産であるゲーテの騎士劇に倣ったクリンガー劇の第一作を対象にして，そ
のいくつかの特色を指摘しておかなければならない．
クリンガーの騎士劇,,Otto$@
Chr.Heringは長期にわたるクリンガーの創作活動を五期に分類し，
1780年までのドイツ時代のそれを劇作中心の第一期と，劇作品に長篇小説
が加わる第二期とに分割しているが'6， ジャンルと作風の変化に著目して
のこの分類は明確な根拠をもつものとして賛同される．ではこの第一期で
あるが,第一作"Otto@@(1774)から未完の,,DerverbannteG6ttersohn"
(1777）にいたる9篇の劇作集中のこの時期こそクリンガーが全力を尽し
てSturmundDrang運動に自己を投入した時期であり，また文学史上
のSturmundDrang運動の時期におよそ合致するのだが，この中では，
"DieZwillingeG!(1775),,,DieneueArria"(1776),,,SimsoneGrisaldo$<
(1776),,,SturmundDrangl<(1776)など一連の魅力に富んだ劇作品が
相次いで発表される．就中第三作,,DieZwillingef@は，例の兄弟相克を
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テーマにして引き締まった構成の中でクリンガー的な， 即ちまさにまた
SturmundDrang的な性格を備えた主人公を登場させ，劇作家クリンガ
ーの独自性や才腕が始めて明確に発揮された傑作であり， クリンガーの初
期作品群の中の， またSturmundDrang文学全体の中での代表作と考
えている．
ゲーテが1771年の晩秋6週間で書き上げたと,,DichtungundWahrheit"
の13巻に誌している,,GeschichteGottfriedensvonBerlichingen6:から
,,G6tzvonBerlichingen"への改作は73年初頭からと既述したが，あの
活気溢れるフランクフルトのgeselligerKreisの中でこのゲーテの改作の
草稿などから，それに刺激を受けたクリンガーが自らの騎士劇創作を密か
に思案していたであろうことは容易に想像される．そしてその執筆開始の
時期などを伝える記述はリーガーにも見当らないが，おそらくこの年の秋
から冬にかけてではなかろうか．そして翌74年4月の大学入学のためのギ
ーセンヘの移転から夏の頃にはまだ創作の最中にあったことが， メルク宛
の法学教授へプフナーの書簡'7から窺われる．完成は多分この秋，そして
年末には原稿がライプツィヒのWeygandに送られ,翌75年2月末のギー
センからフランクルフトの親友D.Schumann宛の書簡からは，この作と
第二作,,DasleidendeWeib<:が既に印刷を終えていたことが知れる．
ではこの,,Otto"であるが，この作品に対しては既に同時代の批評家を
始め研究者の殆んどが， 定式的とも言える態度でその欠点を指摘してい
る．それらを集約すれば，ゲーテの,,G6tzl@との類似性と，シェークスピ
ア劇の歪曲， この二点である．類似性に関しては，創作の経緯からしてこ
れが完全に,,G6tzl!の影響の下にあったことは否めないであろう．ドイツ
中世の騎士社会を舞台として，登場人物の配置からその性格，劇の筋立，
ミリュー全体が"G6tz<:の模倣であるとして,SturmundDrang運動
そのものに対して批判的であった同時代のJ.J.Eschenburgなどはこの
作を，新しいドイツの演劇のもつ粗野で無規範なG6thische-Lenzische
Manierの一例と非難した18.たしかに， クリンガーに限られた様相では
ないにしても， この作品での殊更な三一致の法則の無視，列挙すれば，全
5幕を構成する場面は54を数え，登場人物は35名，さらに端役がこれに加
わり， また時間の進行も一貫性に乏しく常に偶然的であり，場所の転換も
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殆ど窓意的である． さらに最も重要な欠点を言えば， さきに指摘された筋
立の分裂であろう．即ちここではOtto-Handlungを主軸としながらも，
さらにHerzogFriedriCh-HandlungとHungen-Handlungが存在し，
またこの二つが相互に必然的な関連性を有していない．以上の短所は一見
して誰の目にも明らかである．次に， シェークスピア劇の歪曲性を一点に
限って言えば,Herzog-Handlungの中にシェークスピアの@!KingLear''
からの借用が認められることである．即ち，忘恩の娘達とリア王の関係が
ここではFriedrichと息子Karlの父子相克の図式に移し換えられて，
シェークスピアとは懸け離れた人間像の描出によって悲劇性は全く異質の
趣を呈している．
"Otto(:と"G6tz"との比較対照にも踏みこむべきではあろうが，仮に
SturmundDrangのGenie達にとって言わば共有財であったシェーク
スピア劇の把握ひとつを採っても,,,G6tz"のそれはクリンガーにおける
よりも遙かに本質的であり，また包括的であったと述べておきたい.クリン
ガーが偉大なイギリスの先達に見出したものは，先ず自らの資質に合致し
た情熱であったのである． しかしクリンガーの第一作では， シェークスピ
アに於ける非凡な人間の情熱がもたらす溢れる激情，荒々しい挙動，荒れ
狂う怒りの姿等々を悲劇にとって必要な構成要素と見るのではなく，それ
らを言わば悲劇の終極と見徹し,本質的なもの,根元的要素と把握していた
ことが窺われる． ここにもゲーテのシェークスピア理解とクリンガーのそ
れとでは基本的な相違が存在していたことになる． またいまひとつ付言す
れば,,,G6tz"の世界には人物像，筋の運び，ミリュー全体に於て， ヘル
ダーに教えられたゲーテの中世への回帰， 即ちあのTeutschheitへの自
覚が汲み取れるが, ,,OttoG.の舞台ではそれは未だ不明瞭で暖昧であり，
中世騎士劇と言う外殼を共にしても，その核心には大きな隔たりがあった
と言わざるを得ないのである．
但し, ,,Otto"にも既に劇作家クリンガーの才幹を窺い知る魅力的な場
面も部分的には存在している．例えばHungen-Handlungにみられる息
子達，幼いHansと大人ぷる兄Konradの対話にフランクフルト訓を多
用して，少年の世界に生き生きとした雰囲気を醸し出すところなどは，あ
とに続く ,,DieneueArria!@のDonnaSolina,また"SimsoneGrisaldo<@
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のAlmerine,それぞれの女性像に垣間見る妖しいまでの官能美を描き出
すクリンガー独自の写実的表現力の一端を既にここに示していると言えよ
う．そしてこの巧みな写実性は他のSturmundDrangの作家達の遠く
及ばぬ， クリンガー独得の一種生々しいまでの現実感を伴っている．
斯様な部分的には見るべき場面をもちながらも，全体的には既に述べた
ような短所によって, "Otto<@の評価はおよそ定まっているようにみえる．
しかし重要なことは，模倣や類似性，あるいは作者の理解不足や独善を指
摘し非難することではなくて,このクリンガーの第一作を,内面に横溢する
Genieの自覚と劇作への強烈な意欲の結晶として理解することであり，
あるいはこれを，既に同時代の, SturmundDrang運動に好意的であっ
た批評家G.Bv.Schirachも擁護したように，昂揚する精神の所産と
認めるべきであり'9，あのSturmundDrangと言うエポックの，あの
Genie達の運動のひとつの所産，そしてまたHeringの言うように若き
クリンガーのドクメントとしての意義を,,Otto<{に見出すべきであろう20.
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Goethe und sein Zeitgenosse 
-- Goethe in Frankfurt und Fr. M. Klinger --
Mitsutomo MARUYAMA 
Als einer der Zeitgenossen Goethes wird Fr. M. Klinger (1752-
1831) abgehandelt. Beide verband eine Jugendfreundschaft und 
eine Mitgliedschaft im literarischen Kreis in Frankfurt. Ihre 
persönliche und zugleich auch literarische Beziehung, der eine 
als begabtester Führer jener literarischen Bewegung, der andere 
als deren leidenschaftlichster und eifrigster Anhänger, war in 
den Jahren 1772-74 am engsten, wie dies z.B. Klingers Großneffe 
M. Rieger festhält, oder etwa auch die Tatsache zeigt, daß Klin-
gers Erstlingsdrama „Otto" (1774) eine Nachahmung von Goethes 
,,Götz von Berlichingen" (1773) war. 
Die Sturm-und-Drang-Bewegung war eine spezifisch deutsche 
nationale Literaturerscheinung in jener Epoche. Sie entsprang 
Goethes Begegnung mit J. G. Herder im Herbst 1770 in Straßburg. 
Die von Herder beeinflußte Verklärung Goethes wurde der Keim 
der neuen Bewegung, die dann von der jungen Generation, so J. 
M. R. Lenz, H. L. Wagner, J. H. Merck, Fr. Müller u. a., unter-
stützt und erweitert wurde. In Goethes Heimatstadt Frankfurt, 
wo dieser etwa vier Jahre, abgesehen von einem kurzen Aufenthalt 
in Wetzlar, dichterischem Schaffen nachging, bildete sich ein 
literarischer Kreis, dessen Mittelpunkt Goethe war. Diesen „ge-
selligen Kreis" verband auf Grund des zeitgenössischen Geniekults 
eine starke geistige Verbindung. Neben den jungen literaturlieben-
den Frankfurtern, J. A. Horn, J. J. Riese, Gebrüder Schlosser 
u. a., wurde Klinger nach Herbst 1772 Mitglied dieser kleinen 
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,,Societät". 
Man muß hier auch die streng kritische oder sogar kämpfe-
rische Haltung dieser Sozietät sehen. So tadelte Goethe Chr. M. 
Wieland, daß er in seiner Übersetzung Shakespeares Dramaturgie 
entstellte, und er machte ihm noch in der Farce „Götter, Helden 
und Wieland" (1773) einen Vorwurf, da sich Wieland in seinem 
Singspiel gegen die großen Griechen erklärt hatte. Diese Phase 
ist gerade das „Vorpostengefecht", von dem Goethe im 18. Buch 
in „Dichtung und Wahrheit" spricht. Seine Mitgenossen, die 
Stürmer und Dränger, fochten die heftigen Kämpfe auf dem 
Feld des dramatischen Schaffens aus, wo sie, die Elite im Bürger-
stand, fern sozialer Beschränkungen ihren eignen Gefühlen freien 
Lauf lassen konnten und hierbei durch Selbstprojektion ihr eigent-
liches Dasein finden konnten. 
Klinger, der bald nach Absolvierung des Gymnasiums im 
September 1772 an dem Kreis teilnahm, war zunächst noch 
weltfremd, doch wurde gerade deswegen eifrig und tatkräftig. 
Er fand im tätigen Schaffen und Treiben des Kreises erst das, 
was seine Natur forderte. Starker Wille und heiße Leidenschaft 
zur Dichtung steigerten sich rasch in ihm. Er gewann als Mit-
genosse zu dieser Zeit weit mehr : das enge freundschaftliche 
Verhältnis mit Goethe und den Teilnehmern der Sturm-und-
Drang-Bewegung. Goethe schildert in „Dichtung und Wahrheit" 
(14. Buch) die äußerliche und innerliche Gestalt des jungen 
Klinger genau und treffend und bekundet seinen schweren Ver-
hältnissen, die er durchstürmen und durchdrängen mußte, warme 
Anteilnahme. Goethe war Klinger so sehr zugetan, daß er den 
Studien Klingers in Gießen (177 4-76) eine finanzielle Unterstützung 
gewährte. 
Klingers Erstlingsdrama, das Ritterstück „Otto" (1774), wird 
seit jeher von vielen Kritikern fast schematisch auf Schwächen 
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hin beurteilt ; erstens sei es im großen eine Nachahmung des 
„Götz", zweitens fänden sich dort Entlehnungen aus Shakespeares 
„King Lear", schließlich ein absichtliches Ignorieren der Regel 
der dreifachen Einheiten und Spaltungen der Haupthandlung. 
Das ganze Milieu von „Otto" ist jedoch anders als im „Götz", die 
mittelalterliche Teutschheit des „Götz" ist im „Otto" unklar oder 
vielmehr nirgends zu finden. Auch zwischen Goethes Verständnis 
der shakespearischen Dramaturgie und dem Klingerschen Ver-
ständnis gibt es einen erheblichen Unterschied. Aber es soll hier 
herausgearbeitet werden, daß man das Erstlingsstück trotz seiner 
vielen technischen Mängel als die Frucht eines Genies, eines 
zum dichterischen Schaffen getriebenen Willens gelten lassen 
kann und sollte. Ja, ,,Otto" ist und bleibt, wie es Chr. Hering be-
urteilt, ein Dokument des jungen Klinger, der nach allen Kräf-
ten sein eignes Drama zu schaffen suchte. 
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